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教
育
面
で
は
、
今
回
の
新
学
習
指
導

要
領
改
訂
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
「
英
語
教
育
の
充
実
」、
二
つ

め
に
は
「
情
報
活
用
能
力
の
育
成
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
小
学
校
外
国
語
教
育

の
充
実
の
時
間
確
保
、
情
報
活
用
能
力

育
成
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
活
躍
で
は
、
猪
苗
代

中
特
設
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
全
国
大
会
６

種
目
完
全
制
覇
や
同
校
野
球
部
の
10
年

ぶ
り
と
な
る
県
大
会
出
場
、
長
瀬
小
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
東
北
大
会
出
場
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

社
会
体
育
で
は
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
で

総
合
一
桁
台
の
９
位
、
町
の
部
３
位
と

頑
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
対
抗

県
軟
式
野
球
大
会
並
び
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
も
、
昨
年
を
上
回
る
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
皇
陛
下
が
生
前
退
位
さ

れ
、
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
る
に
あ
た
り

新
年
号
が
４
月
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
新

年
号
の
も
と
、
町
民
の
皆
様
が
心
身
と

も
に
明
る
く
健
康
で
、
実
り
多
い
年
と

な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
晴
れ
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
町
政
並
び
に

町
議
会
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
ガ
ー
ナ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
で
あ
る
本
町
と
ガ
ー
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
と
の
間
で
協
定
締
結
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
町
で
も

さ
ら
に
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ド
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

国
内
外
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
経

済
の
情
勢
は
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
の

貿
易
摩
擦
問
題
に
よ
り
、
日
本
経
済
や

地
方
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
内

で
は
、
西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
地
震
な

ど
の
災
害
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
、
常
に
万
全

の
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

本
年
５
月
１
日
に
は
、
新
天
皇
の
即

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

31
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
は
町
政
各
般
に
わ
た
り

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
２
月
・
３
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
町
出
身

の
３
選
手
が
選
ば
れ
、
各
選
手
の
頑
張

り
が
町
民
へ
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
春
・
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞

宝
章
や
藍
綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
た
方
々

が
多
数
お
ら
れ
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
町

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た「
第
七
次
猪
苗
代
町
振
興
計
画
」

も
、
こ
の
４
月
か
ら
３
年
目
と
な
り
前

期
計
画
の
半
ば
と
な
り
ま
す
。
事
務
事

業
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
と
も
に
地
域

を
育
て
、
み
ん
な
が
心
地
よ
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
猪
苗
代
」
に
基
づ
き
、
五
つ
の

基
本
目
標
の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

猪
苗
代
町
長

　

前
後　
　

公ひ
ろ
し

年頭の
　ごあいさつ

猪
苗
代
町
議
会
議
長

　

長
沼　

一か
ず

夫お

猪
苗
代
町
教
育
長

　

宇
南
山　

忠た
だ

明あ
き

位
に
よ
り
、
新
し
い
元
号
と
な
り
新
た

な
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

本
町
も
「
第
七
次
猪
苗
代
町
振
興
計

画
」
が
３
年
目
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
対
策
や
定
住
促
進
、
雇
用

創
出
な
ど
の
町
政
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
と
の
協

働
に
よ
り
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
開
か
れ
た
、
わ

か
り
や
す
い
議
会
の
実
現
に
向
け
て
、

昨
年
「
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
声
が
町

政
に
反
映
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
、
活

力
と
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
地
域
社

会
と
安
心
し
て
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
議
員
一

同
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

す
。

　

ま
ず
、
全
国
的
に
進
む
少
子
高
齢
化

は
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
大
変
深
刻

な
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の

た
め
「
人
づ
く
り
」
は
さ
ら
に
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
町
で
は
、
地
域
を
担

う
人
材
の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
教
育
の

充
実
の
た
め
、
平
成
34
年
４
月
に
統
合

中
学
校
開
校
を
目
指
し
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
町
の
風
土
や
文
化
を
生
か
し

「
生
き
る
力
」「
確
か
な
学
力
」「
健
や

か
な
体
」
そ
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
の
確
立
を
目
指
し
て
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
平
成
28
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
「
道
の
駅
猪
苗
代
」
が
開
業

２
周
年
を
迎
え
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
六
次

化
に
よ
る
地
場
産
品
の
開
発
、
産
品
の

販
路
の
拡
大
を
図
り
、
本
町
の
農
業
の

発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
火
山
の
噴
火
、
豪
雪
、
地
震

な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
、
防
災
拠

点
と
な
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
や
地
域

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

「
磐
梯
山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
全
戸
配
布
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
消
防
団
員
の
確
保
や
自
主
防

災
の
強
化
を
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご

支
持
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
実
り
多

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い

で
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

は
戊
辰
戦
争
１
５
０
周
年
記
念
行
事
に

対
し
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
外
で

は
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
世
界
中
が
熱
狂
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
、
猪
苗
代
高
校
出
身
の
３

選
手
が
日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。　

　

国
内
で
は
、東
日
本
・
西
日
本
を
襲
っ

た
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、
学
校
や
労

働
現
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
の
大
阪
北
部
地

震
で
は
、
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し

「
違
法
ブ
ロ
ッ
ク
塀
問
題
」
が
、
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
西

日
本
豪
雨
や
四
国
・
近
畿
地
方
を
襲
っ

た
台
風
21
号
、
北
海
道
胆
振
地
方
を

襲
っ
た
震
度
７
の
地
震
な
ど
、
毎
月
の

よ
う
に
災
害
が
発
生
し
、
心
の
休
ま
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
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町
と
ガ
ー
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
は
12
月
２
日
、
２
０
２
０
年
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
協
定
書
と

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
は
学
び
い
な
で
行
わ
れ
、

前
後
公
町
長
と
ベ
ン
・
ヌ
ヌ
・
メ
ン

サ
委
員
長
が
協
定
書
と
覚
書
に
署
名

し
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
、
ガ
ー
ナ
お
よ
び
町
、

県
の
関
係
者
ら
12
人
が
出
席
。
前
後

町
長
が
「
本
町
と
ガ
ー
ナ
は
、
野
口

英
世
博
士
の
生
誕
の
地
と
終

し
ゅ
う

焉え
ん

の
地

と
い
う
関
係
か
ら
非
常
に
深
い
つ
な

が
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通

じ
て
ガ
ー
ナ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

　

本
町
は
ガ
ー
ナ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
覚
書
で

は
、
カ
メ
リ
ー
ナ
や
町
運
動
公
園
で

の
ガ
ー
ナ
選
手
団
の
受
け
入
れ
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
サ
委
員
長
に

よ
る
と
ま
だ
ガ
ー
ナ
の
東
京
五
輪
出

場
競
技
は
決
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、

サ
ッ
カ
ー
や
陸
上
競
技
で
の
出
場
を

見
込
ん
で
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
場
合
、

競
技
開
始
の
約
２
ケ
月
前
か
ら
50
人

ほ
ど
の
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
が
本
町
で

事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
予
定
と
の
こ

と
で
す
。
メ
ン
サ
委
員
長
は
「
皆
さ

ん
の
支
え
を
受
け
、
選
手
た
ち
は
誇

り
を
持
っ
て
競
技
に
臨
む
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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今月の表紙
さ く ら こ ど も 園 で は
12 月６日、同園で恒
例行事の「餅つき」を
行いました。さくら組、
うめ組、もも組の園児
たちが大きなきねと臼
を使って、上手に餅を
つきました。

【撮影日】12 月６日
【場所】さくらこども園

【目次】

さらなる友好を誓い、握手を交わすメンサ委員長
（左）と前後町長

ガーナ大統領が来町
　

12
月
13
日
、
本
町
と
２
０
２
０
年

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
る
ガ
ー
ナ
の
ナ
ナ
・
ア
ド
・

ダ
ン
ク
ワ
・
ア
ク
フ
ォ
＝
ア
ド
大
統

領
や
政
府
関
係
者
ら
約
40
人
が
本
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ア
ク
フ
ォ
＝
ア
ド
大
統
領
の
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
町
役
場
で
行
わ
れ
、

前
後
公
町
長
が
「
町
民
を
代
表
し
て

心
よ
り
歓
迎
し
ま
す
。
猪
苗
代
の
良

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ガ
ー
ナ
と

本
町
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
ア
ク
フ
ォ
＝
ア
ド
大
統

領
は
「
野
口
英
世
博
士
の
業
績
の
上

に
現
在
の
確
固
た
る
外
交
関
係
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

選
手
団
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
の
友
情

と
協
力
の
絆
が
さ
ら
に
強
ま
り
、
文

化
を
超
え
た
対
話
や
交
流
が
進
ん
で

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ク
フ
ォ
＝
ア
ド
大
統
領

は
野
口
英
世
記
念
館
を
訪
問
し
、
翁

島
小
学
校
児
童
ら
の
歓
迎
を
受
け
た

後
、
同
館
を
視
察
。
そ
の
後
、
ホ
テ

ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
に
移
動
し
、
さ

ら
な
る
友
好
を
誓
い
、
前
後
町
長
ら

と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木
２
本
を
記

念
植
樹
し
ま
し
た
。

写真 1_ 野口英世記念
館で翁島小学校児童の
歓迎に応えるアクフォ
＝ ア ド 大 統 領　2_ 町
役場で行われた歓迎レ
セプションでは、前後
町長が記念品として中
ノ沢こけしを贈った　
3_ 野口英世記念館を
視察するアクフォ＝ア
ド大統領ら

1
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

２日間にわたり音楽祭開催
2018 いなわしろ音楽祭

町の財務・行政事務を監査

　町監査委員の佐賀要一代表監査委員と渡辺真一郎委員は 11 月
26 日、前後公町長に平成 30 年度上半期の定期監査結果報告書
を手渡しました。監査の結果、歳入歳出とも適切に処理され、事
務執行についておおむね成果を上げていると認められました。厳
しい財政状況の中、住民負担の公平性を保つため、税・料金等の
未納額をなくし、支出面ではさらなる経費の節減に努め、住民福
祉のため効果を上げられるよう望みますとし、総評としました。前後町長に報告書を提出する佐賀代表監査委員（中央）

平成 30 年度上半期定期監査結果報告

　2018 いなわしろ音楽祭・全国災害復興祈念音楽祭～ブラスと
ピアノの週末２日間～は 12 月８、９の両日、学びいなで開かれ
ました。音楽祭には主催の猪苗代吹奏楽団のほか、猪苗代中学校
吹奏楽部、猪苗代高校吹奏楽部など多くの団体が出演し、合唱や
合奏などで美しい音色を響かせたほか、千里小学校１年生の児童
が白虎隊の剣舞を披露しました。また、２日目には後藤泉さんら
によるピアノ演奏が披露されました。

結乃村農楽団の取り組みをたたえ

　政府有識者が選ぶ「ディスカバー農
お ら

林漁村の宝」（第５回選定）
に県内で唯一選ばれた農事組合法人結

ゆい

乃
の

村
むら

農
のう

楽
がく

団
だん

の五十嵐勇夫代
表理事と見祢区長代理の大桃巌さんは 12 月 10 日、町役場を訪れ、
前後公町長に選定を報告しました。「ディスカバー農

お ら

山漁村の宝」
は、農山漁村が有する可能性を引き出し、地域の活性化に取り組
む優良事例を選定し、全国へ発信する取り組みです。今回、全国
から応募のあった 1,015 件の中から 32 団体が選ばれました。

「ディスカバー農山漁村の宝」に選定

高齢者の優秀作品を表彰

前後町長から表彰状を受ける小栗さん（中央）

高齢者作品展表彰式

　高齢者作品展表彰式は 11 月 26 日、町役場で行われました。
作品展には、個人 30 人と町内の５つの施設、２団体から合計
69 点の応募がありました。審査の結果、小栗スミさん（土町）の
作品「ベッドカバー」が最優秀賞に輝き、前後公町長が小栗さん
ら受賞者に表彰状と記念品を手渡しました。
　応募作品は 11 月４、５の両日に学びいなで開かれた学びいな
秋祭りで展示されました。

「東京オリンピックマーチ」を演奏する出演者 前後町長に報告した五十嵐代表理事（中央）と大桃さん（右）

大塚さんが町に 800 万円寄付

　「ギフトプラザ」を運営する株式会社おおつかの大塚節夫社長
（11 月当時＝現会長）は 11 月 26 日、「野口英世博士のふるさと
猪苗代応援寄付金」として町に 800 万円を寄付しました。大塚
さんは木地小屋の出身。昨年７月に郡山市へ転居し、12 月に同
社会長に就任するなどの転機を迎えたことから、ふるさとである
本町へ寄付金を寄せました。大塚さんは「長くお世話になったふ
るさとへの恩返しの気持ちです」と話しました。

ふるさと納税寄付金贈呈式

前後町長に目録を手渡す大塚さん（右）

受賞者の栄誉をたたえる

受賞作品を朗読する阿部さん

　第 17 回「母から子への手紙」コンテストの表彰式は 12 月２日、
学びいなで行われ、大賞の阿部祥子さん（大阪府）ら受賞者をた
たえました。今回は全国から 1382 点の応募があり、50 作品が
入賞しました。町絆づくり実行委員会の八子弥寿男実行委員長が
あいさつし、受賞者に表彰状を贈りました。最終選考委員を務め
た作家の玄侑宗久さん、講談師の末利光さん、エッセイストの大
石邦子さんらが講評を述べました。

第 17 回「母から子への手紙」コンテスト

犯罪・交通事故のない社会を

　年末年始における地域安全運動・交通事故防止県民総ぐるみ運
動合同出動式は 12 月４日、学びいなで行われ、関係者ら約 100
人が出席しました。出動式では、猪苗代地区防犯協会連合会長の
前後公町長が「地域の防犯意識を高め、事件・事故撲滅活動を一
致団結して推進します」とあいさつを述べました。席上、非行防
止・地域安全ポスター入賞者表彰式が行われ、前後町長が入賞し
た小・中学生に賞状を手渡しました。

地域安全・交通事故防止県民総ぐるみ運動出動式

五十嵐代表理事専務から合格祈願米を受ける土屋さん（右）

　ＪＡ会津よつばから町内３中学校の３年生への「合格祈願米」
贈呈式は 12 月 17 日、町役場で行われました。ＪＡ会津よつば
の五十嵐孝夫代表理事専務が「健康に留意し、合格目指して頑
張ってください」と激励し、各校代表の服部立介さん（猪苗代中）、
小椋友恵さん（吾妻中）、土屋成さん（東中）に合格祈願米を手渡
しました。生徒を代表して土屋成さんが「たくさんの人に応援し
ていただいていることに感謝します」とあいさつを述べました。

中学生に合格祈願米を贈呈
合格祈願米で受験生を激励

前後町長から表彰状を受ける猪苗代小６年の古川千菜さん
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２
ケ
月
前
か
ら
保
育
園
に

通
い
始
め
た
直
道
く
ん
。
あ

ま
り
人
見
知
り
を
し
な
い
た

め
、
す
ぐ
に
園
生
活
に
慣
れ

た
そ
う
で
す
。
マ
マ
の
ひ
か

る
さ
ん
は
「
保
育
園
で
は
、

３
歳
の
お
兄
さ
ん
た
ち
に
遊

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
み
た
い

で
、
毎
日
保
育
園
に
行
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。　

　

ダ
ン
ス
が
大
好
き
な
直
道

く
ん
。
テ
レ
ビ
か
ら
音
楽
が

流
れ
る
と
、
直
道
く
ん
の
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。

お
気
に
入
り
の
曲
は
振
り
付

け
も
覚
え
て
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
か
る
さ
ん
は
「
大
き
く

な
っ
た
ら
周
り
に
優
し
く
で

き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
パ
パ
の

泰
志
さ
ん
は
「
名
前
の
と
お

り
、
真
っ
す
ぐ
に
自
分
の
信

じ
る
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

家
族
の
愛
情
を
た
っ
ぷ
り

と
受
け
な
が
ら
、
直
道
く
ん

は
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い

ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

直道くんの名前には「真っすぐに自分の信じる
道を歩んでほしい」というパパとママの思いが
込められています。

平成 29 年 10 月生まれ
～北高野
泰
や す

志
し

さん・ひかるさんご夫妻の長男

佐々木　直
な お

道
み ち

　くん

大好きなパパ、ママと一緒に「ハイ、チーズ！」

笑顔でこんにちは

　

町
で
は
、
介
護
を
受
け
ず
に
い

つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
満
65
歳
以
上
の
町
民

を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
運
動
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
足
腰
を

丈
夫
に
す
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

中
心
に
、
カ
メ
リ
ー
ナ
・
川
桁
体

育
館
・
中
ノ
沢
体
育
館
の
３
会
場

で
月
に
１
回
開
催
し
、
現
在
、
約

１
９
０
人
の
参
加
者
が
介
護
予
防

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
運
動
教
室
に
参
加
し

た
回
数
に
よ
り「
十
両
」か
ら「
横

綱
」
ま
で
の
番
付
と
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
原
ミ
ワ

さ
ん（
打
越
）が
参
加
１
０
０
回

を
数
え
、
初
の
「
横
綱
」
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
原
さ
ん

は
「
運
動
し
な
が
ら
、
仲
間
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
介
護
予
防
の
た

め
に
、
健
康
づ
く
り
に
励
み
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
運
動
教
室
で
は
、
各

地
区
へ
の
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５　
　

介
護
予
防
運
動
教
室

ホットニュース

12 月３日にカメリーナで開かれた介護予防運動教室講師の鈴木弥さんから表彰を受ける原さん（右）

公務員系試験受験者全員合格
　猪苗代高校は 12 月７日、同校の公務員講座受講生の
うち、公務員系の進路希望者５人全員が合格したと発表
しました。合格したのは、小檜山海斗さん＝福島県行政
事務、小板橋玲香さん＝陸上自衛隊、青木剛さん＝消防
職員、遠藤雅弥さん＝福島県警察、小林祐也さん＝日本
郵便の５人です。佐藤京治校長は「今年度は他にも会津
大学に２人が合格しており、生徒の努力が実りました。
在校生の励みになります」と話しました。

　　「第 38 回全国中学生人権作文コンテスト福島県大
会」の表彰状伝達式は 12 月５日、東中学校で行われ、
渡邊照男福島地方法務局若松支局長が奨励賞を受賞した
同校３年の本多悠さんに表彰状を手渡しました。このコ
ンテストは、中学生に人権尊重の大切さや基本的人権に
ついての理解を深めてもらうことを目的として実施され
ています。本多さんは作文を通じ「いじめをなくすため、
相手が嫌がることはしません」と主張しました。

　中の沢保育所保育発表会は 11 月 24 日に、ひまわり
こども園とさくらこども園の保育発表会は 12 月２日に
開かれました。
　子どもたちは、歌やダンス、劇や白虎隊の剣舞など、
これまで練習してきた成果を堂々とした態度で元気に発
表しました。ステージ上で真剣に取り組む子どもたちの
姿に、各会場を訪れた保護者らからは大きな拍手が送ら
れました。

　若松人権擁護委員協議会猪苗代地区が主催する「人権
教室」は 11 月 26 日、翁島小学校で開かれました。人
権擁護委員のメンバーと一緒にイメージキャラクターの

「人ＫＥＮまもる君」と「人ＫＥＮあゆみちゃん」、ご当
地キャラクターの「ひでよくん」が登場。つらいことや
困っていることがあれば誰かに相談するよう丁寧に説明
しました。児童は、人権教室を通じて命を守るためにお
もいやりの気持ちを持つことの大切さを学びました。

子どもたちが元気に発表

猪苗代高校

渡邊支局長から表彰状を受ける本多さん（左）

合格の喜びをかみしめる（前列左から）小檜山さん、青木さん、
小板橋さん、（後列左から）遠藤さん、小林さん

人権の大切さを学ぶ翁島小の児童

ひまわりこども園ちゅーりっぷ組による劇の発表

スクールトピックス

中学生人権作文コンテスト 東中学校

翁島小で人権教室開催 翁島小学校
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（
推
定
）料
金
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

　

実
際
に
使
用
さ
れ
た
分
と
の
差
額

は
、
４
月
下
旬
か
ら
の
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
結
果
に
基
づ
き
、
５
月

分
以
降
の
料
金
で
精
算
し
ま
す
。

　

冬
期
間
に
凍
結
な
ど
に
よ
る
漏
水

が
あ
っ
た
場
合
、
５
月
精
算
料
金
が

過
大
に
な
り
ま
す
の
で
、
給
水
装
置

の
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
係

☎（
62
）５
６
２
２

新
年
あ
い
さ
つ
交
歓
会
を

１
月
４
日
に
開
催
し
ま
す

　

年
頭
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
政

伸
展
を
誓
う
た
め
「
新
年
あ
い
さ
つ

交
歓
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
予
約
な
し
で
、
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

１
月
４
日（
金
）　

午
前
11
時
～

▼
開
催
場
所　

町
役
場
３
階　

正
庁

▼
会
費　

５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

平
成
31
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
登
録
児
童
募
集

　

放
課
後
の
生
活
支
援
や
学
校
長
期

休
業
中
の
余
暇
支
援
を
集
団
で
行
う

学
童
保
育（
児
童
ク
ラ
ブ
）の
来
年

度
の
登
録
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
児
童

①
町
内
小
学
校
に
在
籍
す
る
１
年
生

か
ら
６
年
生
の
児
童

②
留
守
家
庭
の
児
童

▼
開
設
場
所
と
定
員

▼
応
募
手
続
き　

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
１
月
25
日（
金
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
履
歴
書
は
生
涯
学
習
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

○
日
時　

２
月
２
日（
土
）

 　

午
前
９

時
か
ら

○
場
所　

町
体
験
交
流
館（
学
び
い

な
）
　
研
修
室

▼
雇
用
期
間

平
成
31
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
32
年

３
月
31
日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

☎（
72
）０
１
８
０ 

冬
期
間
の
水
道
料
金
は
推

定
料
金
を
徴
収
し
ま
す

　

冬
期
間
は
積
雪
に
よ
り
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

一
部
を
除
き
認
定（
推
定
）料
金
で

の
徴
収
に
な
り
ま
す
。（
下
水
道
使

用
料
も
同
様
）

　

期
間
は
１
月
か
ら
４
月
分
ま
で
の

４
カ
月
間
で
す
。
こ
の
期
間
は
10
月

か
ら
12
月
分
の
使
用
水
量（
ま
た
は

前
年
度
実
績
水
量
）の
平
均
を
認
定

て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

○
日
時　

２
月
８
日（
金
）　

午
前
９
時
～

○
場
所　

町
役
場
１
階　

税
務
課

▼
雇
用
期
間　

○
嘱
託
員　

平
成
31
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

○
臨
時
職
員　

平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

☎（
62
）２
１
１
３

学
び
い
な
嘱
託
員
募
集

　

町
生
涯
学
習
課
で
は
、
次
の
と
お

り
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員　

体
験
交
流
館
等
音
響
・
照
明
設
備
調

整
補
助
お
よ
び
施
設
管
理
業
務
嘱
託

員　

１
人

▼
資
格
要
件　

・
自
動
車
普
通
免
許
を
有
し
、
通
勤

で
き
る
人

・
平
成
32
年
３
月
31
日
現
在
で
65
歳

以
下
の
人

・
舞
台
機
構
調
整
技
能
士
ま
た
は
、

舞
台
音
響
照
明
等
技
術
職
経
験
者
ま

た
は
、
舞
台
音
響
照
明
等
技
術
に
興

味
の
あ
る
人　

▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関
す

る
規
則
に
よ
る

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

平
成
31
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

　

放
課
後
の
生
活
支
援
や
学
校
長
期

休
業
中
の
余
暇
支
援
を
集
団
で
行
う

学
童
保
育（
児
童
ク
ラ
ブ
）の
来
年

度
の
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

○
支
援
員　

24
人（
予
定
）

○
補
助
支
援
員　

若
干
名

（
補
助
支
援
員
は
支
援
員
が
休
暇
を

取
る
場
合
の
代
替
と
し
て
勤
務
し
ま

す
）

※
ど
ち
ら
も
町
嘱
託
員
と
な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
平
成
32
年

３
月
31
日
現
在
で
65
歳
以
下
の
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
人

①
児
童
健
全
育
成
事
業
に
熱
意
の
あ

（
別
表
１
の
と
お
り
）

▼
開
設
時
間

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

放
課
後
～
午
後
６
時

②
土
曜
日
、
学
校
長
期
休
業
中
、
学

校
振
替
休
日（
運
動
会
に
よ
る
振
替

休
日
な
ど
）

午
前
８
時
～
午
後
６
時

▼
支
援
内
容

生
活
や
余
暇
の
支
援

▼
経
費

①
負
担
金　

月
額
２
千
円

（
減
免
規
定
が
あ
り
ま
す
）

②
そ
の
他

・
教
材
費　

月
額
１
千
円

・
傷
害
保
険
料　

年
額
１
千
円
程
度

・
お
や
つ
代
金　

実
費
分

▼
受
付
期
間

１
月
４
日（
金
）～
１
月
31
日（
木
）

▼
申
込
方
法

　

保
護
者
の
希
望
に
よ
る
登
録
制
で

す
。
利
用
申
請
書
に
よ
り
、
各
児
童

ク
ラ
ブ
ま
た
は
保
健
福
祉
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

負
担
金
は
、
利
用
申
請
者
の
指
定

す
る
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
と
な

り
ま
す
。
初
め
て
登
録
す
る
人
は
取

引
金
融
機
関（
銀
行
、Ｊ
Ａ
、郵
便
局
）

に
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
、
引

き
落
と
し
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

利
用
申
請
書
お
よ
び
口
座
振
替
依

頼
書
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
保
健
福

祉
課
、
中
の
沢
保
育
所
、
各
こ
ど
も

園
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
貼
付
の
上
、
２
月
８
日（
金
）ま

で
保
健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
履
歴
書
は
保
健
福
祉
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

税
務
課
嘱
託
員
・
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱

託
員
お
よ
び
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員　

①
町
税
等
収
納
業
務
嘱
託
員　

２
人

②
課
税
事
務
補
助
臨
時
職
員　

１
人

▼
資
格
要
件

①
町
税
等
収
納
業
務
嘱
託
員　

・
税
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
等
を

有
す
る
人

・
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
る
人

②
課
税
事
務
補
助
臨
時
職
員

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関
す

る
規
則
お
よ
び
猪
苗
代
町
臨
時
職
員

の
雇
用
等
に
関
す
る
規
則
に
よ
る

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
２
月
１
日（
金
）

ま
で
に
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
履
歴
書
は
税
務
課
に
備
え
付
け

募
　
集

児
童
ク
ラ
ブ

案
　
内

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

児童クラブ名 開設場所 定員

猪苗代第１・第２
児童クラブ 猪苗代小学校敷地内 80 人程度

翁島児童クラブ 翁島地区コミュニティーセンター 40 人程度

千里児童クラブ 千里地区コミュニティーセンター 40 人程度

緑児童クラブ 月輪地区コミュニティーセンター 40 人程度

長瀬児童クラブ 旧長瀬連絡所 40 人程度

吾妻児童クラブ 吾妻小学校内いこいのスペース 40 人程度

水
　
道

る
人

②
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人

③
高
校
卒
業
者
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事

業
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
人　

ほ
か

※
資
格
要
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

保
健
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
、
学
校
長
期
休
業
中
、
学

校
振
替
休
日（
運
動
会
に
よ
る
振
替

休
日
な
ど
）

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

③
休
日

日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
。
な
お
、
勤
務
時
間
は
変

更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、
ク

ラ
ブ
の
庶
務
会
計

▼
勤
務
場
所

次
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か

・
猪
苗
代
第
１
児
童
ク
ラ
ブ
、
猪
苗

代
第
２
児
童
ク
ラ
ブ

・
翁
島
児
童
ク
ラ
ブ

・
千
里
児
童
ク
ラ
ブ

・
緑
児
童
ク
ラ
ブ

・
長
瀬
児
童
ク
ラ
ブ

・
吾
妻
児
童
ク
ラ
ブ

別表１
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☎（
62
）２
１
１
２

※
「
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
」
は
、
郡

山
市
、須
賀
川
市
、田
村
市
、本
宮
市
、

大
玉
村
、
鏡
石
町
、
天
栄
村
、
猪
苗

代
町
、
石
川
町
、
玉
川
村
、
平
田
村
、

浅
川
町
、
古
殿
町
、
三
春
町
、
小
野

町
の
４
市
７
町
４
村
で
構
成
し
て
い

ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
整
備

　

町
で
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広

報
事
業
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
送
迎
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
購
入
し
ま
し
た
。
用
途

と
し
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
送

迎
や
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通

所
事
業
に
関
わ
る
送
迎
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
購
入
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
は
、
車
椅
子
に
も
対
応
し
て
お

り
、
電
動
補
助
ス
テ
ッ
プ
が
つ
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
の
乗
り
降
り

に
不
安
を
感
じ
て
い
た
人
に
も
安
心

し
て
乗
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

都
市
と
し
た
15
市
町
村
に
よ
る
「
こ

お
り
や
ま
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」

の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。  

　

こ
の
た
び
、
こ
お
り
や
ま
広
域
連

携
中
枢
都
市
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
策

定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
反
映
し
、
よ
り
良
い
都

市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
と
す
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を

実
施
し
ま
す
。

▼
案
件
名

こ
お
り
や
ま
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏

ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

▼
閲
覧
・
募
集
期
間

１
月
11
日（
金
）～
２
月
12
日（
火
）

▼
閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所

郡
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
こ
お
り

や
ま
広
域
圏
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」、

郡
山
市
政
策
開
発
課
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
町
企
画
財
務
課

▼
対
象
者

「
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
」
内（
※
）に

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
、
ビ
ジ
ョ

ン
に
利
害
関
係
が
あ
る
人

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
様
式
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
郡
山
市
政
策
開

発
課
宛
て
に
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
か

市
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

郡
山
市
政
策
開
発
課　

連
携
中
枢
都

市
圏
推
進
係

☎
０
２
４（
９
２
４
）２
０
２
１

町
企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
、
日
、
祝
日
は
閉
庁

○
学
び
い
な

午
前
９
時
～
午
後
９
時

日
曜
日
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館

○
カ
メ
リ
ー
ナ

午
前
９
時
～
午
後
９
時

○
和
み
い
な

午
前
９
時
～
午
後
７
時

※
月
曜
日
休
館

▼
そ
の
他　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

１
月
16
日（
水
）、
２
月
20
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

２
月
１
日（
金
）　

午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、「
第
七
次
猪
苗
代
町
振

興
計
画
」
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に

資
す
る
た
め
、
郡
山
市
を
連
携
中
枢

の
で
、
前
年
中
に
増
加
ま
た
は
減
少

し
た
資
産
を
記
入
の
上
、
申
告
期
限

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

○
土
地
や
建
物
の
屋
根
に
太
陽
光
発

電
設
備（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）な
ど

を
設
置
し
た
人
も
償
却
資
産
に
該
当

し
ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
個
人
の
住
宅
用
と
し
て

設
置
し
た
発
電
出
力
10
㌔
㍗
未
満
の

太
陽
光
発
電
設
備
、
家
屋
の
屋
根
材

と
し
て
一
体
化
し
て
い
る
建
材
型

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル（
ソ
ー
ラ
ー
葺
き

と
言
わ
れ
る
も
の
）は
申
告
の
対
象

外
で
す
。

　

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
分
に
つ

い
て
は
、
課
税
標
準
額
１
５
０
万
円

未
満
は
免
税
点
と
な
り
、
税
金
は
発

生
し
ま
せ
ん
。
申
告
を
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
必
ず
し
も
税
金
が
か
か
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
所
有
す
る
も
の
が
償
却
資

産
に
該
当
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
、

自
分
も
申
告
が
必
要
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
人
は
、
お
気
軽
に
税
務
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
書
提
出
期
限　

１
月
31
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

平
成
31
年
度
・
32
年
度
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
に

つ
い
て

　

平
成
31
年
度
・
32
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
次
の
日
程
で
受
け

付
け
ま
す
。
町
の
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
受
付
期
間
内
に

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

　

ま
た
、
前
回（
平
成
29
年
度
・
30

年
度
）か
ら
の
変
更
点
と
し
て
、
随

時
受
け
付
け
を
廃
止
し
、
半
年
ご
と

に
計
３
回
、
２
週
間
の
追
加
受
付
期

間
を
設
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

○
通
常
受
付
期
間

２
月
１
日（
金
）か
ら
２
月
28
日（
木
）

ま
で
の
勤
務
時
間
内

（
有
効
期
間
：
平
成
31
年
４
月
１
日

～
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
）

○
追
加
受
付
期
間

・
第
１
回

９
月
２
日
～
９
月
17
日

（
有
効
期
間
：
平
成
31
年
10
月
１
日

～
平
成
33
年
３
月
31
日
）

・
第
２
回

平
成
32
年
３
月
２
日
～
３
月
16
日

（
有
効
期
間
：
平
成
32
年
４
月
１
日

～
平
成
33
年
３
月
31
日
）

・
第
３
回

地
籍
図
・
字
限
図
の

閲
覧
休
止
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
中
の
分
筆
や
合
筆
な
ど

の
土
地
異
動
を
反
映
す
る
た
め
、
次

の
期
間
は
地
籍
図
・
字
限
図
が
閲
覧

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
閲
覧
休
止
期
間　

２
月
１
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

償
却
資
産
の
申
告
時
期
で
す

お
持
ち
の
人
は
お
忘
れ
な
く

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で
、
あ

な
た
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い

る
構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、

車
両
・
運
搬
具
・
農
機
具（
自
動
車

税
や
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
車
両
を
除
く
）、
工
具
、
器
具
備

品
な
ど
は
、
償
却
資
産
と
し
て
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
申
告
し
て
い
た
だ
い
た
人

や
所
有
が
確
認
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
先
日
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

入
　
札

閲
　
覧

償
却
資
産

お
知
ら
せ

平
成
32
年
９
月
１
日
～
９
月
15
日

（
有
効
期
間
：
平
成
32
年
10
月
１
日

～
平
成
33
年
３
月
31
日
）

※
右
の
期
間
以
外
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
場
所

企
画
財
務
課　

財
務
係

▼
提
出
様
式

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎（
62
）２
１
１
２

「
町
議
会
に
関
す
る
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
ご
協
力

を
　

町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
、
分
か

り
や
す
い
議
会
実
現
の
た
め
に
、
18

歳
以
上
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
町
議

会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
直
接
送
付
い
た
し
ま
し
た

５
０
０
人
以
外
の
人
を
対
象
と
し
ま

す
。

▼
実
施
期
間

１
月
８
日（
火
）～
１
月
21
日（
月
）

▼
場
所
・
時
間

○
町
役
場
庁
舎
１
階（
町
民
ホ
ー
ル
）

議
　
会

相
　
談

募
　
集
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　消火栓などの除雪に
　ご協力お願いします

　消防署、消防団は火災発生時に消
火栓・防火水槽を使用し消火活動を
します。自宅の周囲に消火栓などが
ありましたら、除雪をお願いいたし
ます。また、消火栓・防火水槽の周
りには雪を捨てないでください。
　ご協力をお願いいたします。

除雪作業を行う際の注意点

○除雪機に詰まった雪の除去は、エ
ンジンを止めてから行いましょう。
○２人以上で作業し、やむを得ず１
人で行う場合は、家族や隣近所に声
を掛けて行いましょう。
○高所作業中は足を滑らせないよう
注意して、ヘルメットや命綱などを
着装しましょう。

　毎年１月 26日は
　文化財防火デーです

　

　文化財は国民の財産です。文化財
愛護思想の普及と防火・防災意識の
さらなる高揚に努め、将来に継承す
べき貴重な文化財を火災から守りま
しょう。

㉄猪苗代消防署　☎（62）4433

　会津若松税務署申告書
　作成会場のご案内

　会津若松税務署の申告書作成会場
はアピオスペース１階です。会場開
設期間前は、税務署内を含め申告書
作成会場を設置していませんので、
会場開設期間中にお越しください。
　申告書作成会場は大変混雑し、申
告書の作成に１時間以上要する場合
があります。会場を利用される際に
は、開設時間内に申告書を作成でき
るよう、なるべく早めにお越しくだ
さい。申告書作成会場の混雑状況に
よっては、早めに相談受け付けを終
了する場合がありますのでご了承く
ださい。
●開設期間　２月 18 日（月）～３月
15 日（金）※土、日曜日を除く
●開設時間　午前９時 15 分～午後
４時
●開設場所　アピオスペース　１階

（会津若松市）
㉄会津若松税務署
☎（27）4311

木灰を利用した食品のあく
抜きに注意してください

　平成 30 年 11 月に県が実施した
食品の放射性物質検査において、「と
ち餅」から食品衛生法上の基準値

（100 ベクレル／㎏）を超える 130
ベクレル／㎏の放射性セシウムが検
出された事例が発生しました。基準
値を超えた原因として、あく抜き中
に木灰からトチの実に放射性セシウ
ムが移行したものと推定されていま
す。
　対象の地域（17 都県）から採取さ
れた原料から生産された薪などの燃
焼によって生じた灰は、農林水産省
が利用の自粛を呼びかけていますの
で、原則として食品の加工や調理の
際に使用しないようお願いします。

【木灰利用自粛の対象地域】
青森県、岩手県、秋田県、山形県、
福島県、茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
新潟県、山梨県、長野県、静岡県
㉄会津保健所　食品衛生チーム
☎（29）5516

法務局公開講座のお知らせ

　近年、相続登記が放置されている
ため、いわゆる所有者不明土地問題
が顕在化しています。また、相続登
記の未了は、適切な管理がされてい
ない空き家が増加していることが大
きな要因の一つであるとの指摘もさ
れています。
　そこで法務局では、地域住民の皆
さんに相続について理解を深めてい
ただくために公開講座を開催します。
ぜひご参加ください。
●日時　１月 30 日（水）　午後１時
～午後３時

●場所　福島地方法務局若松支局
（会津若松合同庁舎）
●テーマ　相続と遺言
●講師　公証人　山口和秀氏
●その他　予約が必要です。（先着
20 人）
㉄福島地方法務局若松支局　総務課
☎（27）1498

いなわしろ冬の花火大会

　いなわしろ冬の花火大会実行委員
会では、今年も猪苗代スキー場で冬
の花火大会を行います。
　今年の花火は例年の２倍の約 200
発を打ち上げ、猪苗代の冬の夜空を
彩りますので、ぜひご来場ください。
●日時　２月９日（土）　午後８時
～
●場所　猪苗代スキー場中央エリア
㉄猪苗代スキー場
☎（62）5100

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 30 年 11 月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎この時期は、スキー・スノーボード盗の発生が増加
します。スキー・スノーボードを置き去りにしないよ
うにしましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 30 年 平成 29 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 68 34 34 100.0
磐 　 梯 　 町 10 11 -1 -9.1
裏 　 磐 　 梯 7 15 -8 -53.3

　　　計 85 60 25 41.7

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
30 年 29 年 30 年 29 年 30 年 29 年

窃盗犯計 56 22 7 8 5 14
空き巣 1
金庫破り 2 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 3
倉庫荒らし 3 1 1
侵入盗その他 19 1 4
置引き 4 2 1
車上ねらい 2 4 5
部品ねらい 1 1 2
脱衣場ねらい 2 1
自販機ねらい 5 1
万引き 4 1 1 1
職場ねらい 2 1 1
さい銭盗 1
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 3 1 1 2
非侵入盗その他 7 1 2 4
自動車盗 2 1
オートバイ盗
自転車盗 3 3
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 3 3 1
詐欺・横領 2 1

遺失物等横領
器物損壊 3 6 3 3 1

その他の刑法犯 4 2 1
総　計 68 34 10 11 7 15
増　減 34 -1 -8

死亡事故 1 0 1 0 0 0
増　　減 1 1 0
人身事故 30 48 11 13 3 0
増　　減 -18 -2 3

  今月の納期
 （納期限１月31 日）

● 町 県 民 税　 ４ 期 分

●国民健康保険税 ７期分

●介護保険料    ７期分

●後期高齢者
医療保険料   ６期分

●上下水道使用料 １月分

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

 30 年 11 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　14,170 人
　　世帯数　　　  4,932 戸
　　出生　  3 人　  転入　 35 人
　　死亡　20 人  　転出　 42 人

相　　続

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず反射材を身に着け
ましょう。

催　　し

暮らしの情報広場

１月と２月の窓口業務延長日は、１月
８日、22日、２月５日、19日です編

集
後
記

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も

広
報
取
材
な
ど
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
町

の
元
気
な
話
題
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
▼
12

月
に
ガ
ー
ナ
と
の
東
京
五
輪

事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
協

定
が
結
ば
れ
る
と
程
な
く
し

て
ガ
ー
ナ
大
統
領
が
来
町
さ

れ
ま
し
た
。
五
輪
本
番
に
向

け
て
、
ガ
ー
ナ
と
の
友
好
の

絆
を
ま
す
ま
す
深
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

消　　防 食　　品

年末年始特別警戒実施中
12 月 15 日～１月 15 日

お悔やみ申し上げます

確定申告

小平潟天満宮での文化財防御訓練の様
子。町の貴重な文化財を守るため、地区
住民や町消防団、猪苗代消防署などが毎
年１月に訓練を実施しています。

町の人口
（福島県現住人口調査より）

善意をありがとうございます

猪苗代ロータリークラブ
○教育振興事業協力金として
　猪苗代ロータリークラブの中村岳
嗣会長と獅戸卯一幹事は12月７日、
町役場を訪れ、町に 10 万円を寄付
しました。中村会長は「国際ロータ
リー第 2530 地区の記念事業として
寄せました。青少年の健全育成に役
立ててほしいです」と話しました。

前後町長に善意を手渡す中村会長（中央）

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



Our  Museum
みんなの美術館

１月は千里小学校のお友達の作品です
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■

発
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福
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総
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南
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■一口メモ■
　塩を使わなくてもショウガやごま油の風味で、薄味でもおいしくいただけます。また、ニンジンやパ
プリカなどの野菜を細切りにして一緒に入れると彩りが豊かになります。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 259

【材料】４人分
・白菜  ２枚・シイタケ  ２枚・昆布  ５㌢角・ショウガ  
1/4 かけ・ベーコン  １枚・Ａ｛鶏がらスープの素  小さ
じ１  ・水  1/2 カップ・ごま油  小さじ１｝

【作り方】
①白菜を縦半分に切ってから、１㌢幅の食べやすい大き
さに切ります。シイタケは薄いそぎ切りに、昆布ははさ
みで細切りにします。ショウガはみじん切りに、ベーコ
ンは細切りにします。
②耐熱容器に①を入れます。
③よく混ぜ合わせたＡを②にかけ、ラップをして電子レ
ンジ 600㍗で約２分加熱すれば出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 72㌔㌍、塩分 0.4㌘

白菜の簡単レンジ蒸し
（減塩メニュー）

工作「スターの光」

スポンジをさまざまな形に
切ったものを組み合わせて作
りました。スイッチを入れる
といろいろな色の光が付きま
す。星の部分が流れ星に見え
るように工夫しました。 笠間淳

じゅん

之
の

介
す け

さん（６年）

沓澤　琉
りゅう

星
せ い

さん（２年）

「かさじぞう」

国語の教科書の「かさじぞう」
で、おじいさんがお地蔵様に
かさをかぶせた場面を描きま
した。お地蔵様の顔とかさの
部分を上手に描くことができ
ました。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


